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Aras INNOVATOR® ＋ PLMテンプレートによる設計業務改革 
PLM と ERP の連携がেみলす、製品৫プロセスのৈ২化 

E-BOM をກにした設計情報の統合ଵ৶により、企業଼ଥৡを強化 

 

 
■はじめに 
製造業のイノベーションを実現する、PLM と ERP の連携 
製造業において、卐ফ PLM（Product Life-cycle Management）の採用が増加しています。導
入の主な目的は、業務プロセスの効厾化、イノベーションの促進、グローバルに広がった製造
拠点間でのコラボレーションのサポート等です。そして、PLM を導入した企業では、業務の効
厾化と製品の品質向上のために、PLM と ERP を連携させることにより、製品のライフサイクル
全体にわたって製品関連情報を統合的に拻৶し、企業挂拫ৡを強化することを目指しています。 
 
このような、製品関連情報の活用において、情報を統合的に拻৶することは、IT が得意とする
分野で実現は比ຎ的容ಔですが、拻৶されている情報を共有することは意外に難しいのです。 
 
企業の଼ଥৡを強化する、製品関連情報の共有 
様々な部門が製品関連情報を共有することとは、統合拻৶されている情報をそのままৄることで
はなく、情報を求める人の業務内容に合った形で提供することです。捁えば、部品表（BOM）
では、設計者が必要とする情報は、設計関連情報が含まれる設計部品表（E-BOM）で、製造現
場が必要とする情報は、製造・組みয়てに必要な情報が含まれる製造部品表（M-BOM）という
ような違いがあります。 
 
このように業務にቝづけられた製品関連情報が、グローバルに広がる製造拠点のレベルで拻৶・
共有され、それぞれの部門の用ಥに合わせて参照・匏用されることにより、部門間の情報連携
のレベルが向上し、製造のノウハウが蓄積されます。また、設計製造プロセスのリードタイム
を短縮するだけでなく、仕様変ಌや設計変ಌ（設変）への対応ৡを高めて企業の挂拫ৡを向上
します。 
 
しかし、PLM の匏用実態に目を向けると、未だ多くの課題が存在しています。E-BOM を軸とす
る製品関連情報の拻৶には、下記のような改善すべきポイントがあります。 
 
 

１．膨大な設計関連情報の拻৶ 
   技術卽危の一元拻৶、情報活用のための高২な検ด、၎ഄ・ステータス拻৶ 
２．製品仕様・౾元情報の拻৶ 
   仕様の入ৡと蓄積、ルールの改ၖ 
３．BOM 拻৶ 
   BOM の一元拻৶、技術情報の一元拻৶、設変拻৶ 
４．PLMعERP 連携（E-BOMعM-BOM 連携） 
   設計データと基幹システムの連携 
５．プロジェクト拻৶ 
   個別・全体プロジェクトの計画、進⎃拻৶、成果匵と連携した拻৶ 
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■E-BOMعM-BOM 間の連携における課題 
E-BOMعM-BOM 間の連携における典型的な課題を以下に示します。 

課題１：M-BOM 構成を入ৡするための適卲なユーザインターフェース（UI）が存在しない 
課題２：設変の実施時期を調整するための仕組みが存在しない 
課題３：設計側からৄて出図後のプロセス把握が困難 
課題４：原価や在庫情報のフィードバックが困難 

 
課題１：M-BOM 構ਛを入ৡするための適જな UI が存在しない 
一般的な PLM では、製品や業務の実態に合った M-BOM 構成を入ৡするためには、かなりのカ
スタマイズが必要となります。また、基幹業務のために構築されたシステムでは、設変前の内
容と比ຎしながら簡単な入ৡがষえるビジュアルな UI の実現などの、設計現場におけるニーズ
に対してきめ細かく対応することが困難です。 

課題 2：設変の実施時期を調整するための仕組みが存在しない 
設変の実施時期を簡単に調整するための仕組みが存在しないため、製造現場での実施時期に合わ
せた柔軟な設計出図が困難です。 

課題 3：設計ડからৄथল後のプロセスཔが困難 
一般的な PLM では、通常 ECO（設計変ಌ番号）によって出図プロセスを拻৶・コントロールし
ます。このため設計側からৄると、一ᅖ出図すると、その後の状況把握（その後どうなり、い
つ適用されたか等の把握）が困難です。この結果、二重設変などの手戻り作業が発生していま
す。 

課題 4：原価や在庫情報のフィードバックが困難 
原価や在庫情報の設計へのフィードバックは、設計のコストと品質向上に勘可ಳですが、E-BOM
は工場品番を持たないため、完全なフィードバックが困難です。また、一般に設計対製造拠点
は１対 N の関係になるため、E-BOM での情報保持や設計部門への情報のフィードバックが困難
です。 
 
それでは、このような E-BOMعM-BOM 間の連携を実現し、一貫した情報共有による製品ライ
フサイクル拻৶を実現するための施北は存在しないのでしょうかء 
 
 
 
 
 

お任せください！コベルコシステムが提供する 
「Aras INNOVATOR + コベルコシステム PLM テンプレート」は、 

これまでの PLM が持つ課題を解決する、即効性のあるソリューションです 
 
■Aras INNOVATOR + コベルコシステム PLM テンプレート 
コベルコシステムが提供する「Aras INNOVATOR + コベルコシステム PLM テンプレート」
による設計業務改革ソリューションは、現状の PLM が抱える課題と、E-BOMعM-BOM 間の連
携における課題を解決し、製品ライフサイクル拻৶における全体効厾化と一貫した品質向上を
実現します。さらに、基幹システムとしての ERP に対する連携にあたっては、コンサルティン
グع連携機能開発・導入までを含めた「PLM ERP 連携サービス」を活用することができます。
これら一連の製品ٔサービスによって、社内基幹システムも含めた統合的な拻৶を迅速かつ容
ಔにスタートすることができます。 

Solution 
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Aras INNOVATOR：オープンソースのエンタープライズ PLM 
Aras INNOVATOR は、オープンソースビジネスモデルを持つエンタープライズ PLM です。 
ダウンロードしてライセンスフリー（無厄）で使用できるため、匘期導入におけるコスト面での
ハードルを下げることが可能です。さらに柔軟なカスタマイズ性・拡張性を持ち、製造業のお
客様の業務環境を支える PLM プラットフォームとして、グローバルで多くの企業に採用されて
います。 

日本、欧州、中東、アフリカ、中国、台湾、オーストラリア、ロシアなど世界 79 ヶ国に現地の
パートナーが存在します。コベルコシステムでは、既に 20 社の Aras パートナーと連携しビジ
ネスを展開しています（2014 ফ 8 月現在）。 
 
Aras INNOVATOR の્শ 
્শ 概要 
直観的で統一感のある UI 全ての情報（アイテムタイプ）について、統一された UI を介し

て参照することができます。 
業務の目的別に仕分けられたタブを卲りఌえることで、ถ細情報
や関連情報を参照することが可能です。 

情報の連続性確保 全てのデータは、共通性のある P/N・P/S 形式で表現されている
ため、他システムとの連携や Aras INNOVATOR 内でのデータ連
携が非常に容ಔに実現できます。 
UI 上で連続性を持った情報参照が可能となっています。 

ઍಔなカスタマイズと環境構築 簡単な機能変ಌや表示変ಌであれば、プログラミング作業を必要
とせず、設定変ಌレベルでカスタマイズすることが可能です。設
定レベルで変ಌできる対拺には、以下のようなものがあります
（捁）。 
・帳票出ৡ 
・画面コントロールの配置 
・各種チェックの勧౪（入ৡチェック、必チェック） 
・自動設計のルール（※ コベルコシステム PLM テンプレートで実現） 
さらに、アドオンプログラムも含め全てが D/B にパッケージング
されているため、環境構築が容ಔです。厣にお客様の運用・保捿
において大きな効果が発揮されます。 

Aras INNOVATOR 
コベルコシステム PLM テンプレート 

PLM ERP 連携サービス 

� 直観的で統一感のある UI 
� 情報の連続性確保 
� 容ಔなカスタマイズと環境構築 

� ビジネスの変化に迅速に対応 
� プロトタイプで品質を向上 
� 短期間でのシステム導入 

� ERP に関する豊富なノウハウを適用 
� お客様の実情に合わせた実装サービス 
 

Aras INNOVATOR + コベルコシステム PLM テンプレート 



4 

 

コベルコシステムからの一言 
設計段階での変ಌ情報を、製造部門などの下及工损に匁しく捱える
ことは重要です。及動的な開発設計期間中のデータを確実に拻৶で
きる PLM が必要です。Aras INNOVATOR はこのような要件に対し
て、非常に有効な PLM と言えるでしょう。 

 
コベルコシステム株式会社 

ERP ソリューション本部 設計ソリューション部 
設計グループ グループশ 

江口 信久 

 

コベルコシステム PLM テンプレート： 
－コベルコシステムの業務ノウハウが盛り込まれたテンプレート－ 
コベルコシステム PLM テンプレートは、「プロトタイプベースの自য়成শ型システムの構築 をُ
実現するためのメソドロジーならびにベストプラクティスが盛り込まれたテンプレートです。
ベンダーに依存することなくお客様自身が設定によって変ಌ対応できるため、迅速に匘期導入
できるだけでなく、刻々と変化するニーズに柔軟に対応することが可能です。 
また、コベルコシステムがশফ培った業務ノウハウや経験が卬されており、導入に際しては
Fit & Gap からスタートし、テンプレート機能を最大拘に活用ことで、ಞ早く、そして容ಔに
PLM をスタートすることが可能となります。 
 
コベルコシステム PLM テンプレートの્শ 
્শ 概要 
ビジネスの変化に迅速に対応 
 

市場環境や顧客ニーズは日々変化しますが、これに対応する際、毎
回システムベンダーに作業を依頼する形態を取っていては、迅速な
対応ができません。コベルコシステム PLM テンプレートでは、ベン
ダーに依存することなく、お客様自身が主体的・自য়的に変ಌでき
るシステムを実現します。たとえば、画面レイアウトや表示項目、
帳票設計などについては、プログラミング作業を必要とせず、設定
変ಌレベルで対応できるため、業務要件の変化などに柔軟かつ迅速
に対応できる自য়成শ型システムを実現します。 

プロトタイプで品質を向上 
 

システム開発は無形の考え（設計）から有形の形（製品）を創造す
る作業と言え、設計による机上の検討だけでシステムをイメージす
る必要があります。コベルコシステム PLM テンプレートを使用する
ことで、プロジェクトの早期段階からプロトタイプを使って結果を
確認することができます。 
また、జ来のシステム開発は「変ಌが発生しないことُを前提とし
て進みますが、これは今日の変化に富んだシステムでは非現実的で
す。テンプレートを活用したプロトタイプのアプローチにより、プ
ロトタイプ開発→検証→仕様確定というサイクルを回し、より業務
にマッチした機能までシステムを高めることができます。 

短期間でのシステム導入 
 

జ来のシステム開発の要件定拣のように、システム導入に匪য়って
お客様の現状や要件を一から洗い出すと、膨大な時間が必要になり
ます。コベルコシステムがお客様のシステム構築で培った様々なノ
ウハウや経験が盛り込まれた各種テンプレートを活用して、自社シ
ステムにおける要件との Fit & Gap を実施することで、自社開発に
比べて、短期間でシステムの導入を実現することができます。 
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コベルコシステムからの一言 
コベルコシステムは、製造業の全業務をිၨする、営業と開発の体
勧を確য়しています。各種の ERP システムを技術的にも捫く৶解し
ているコベルコシステムは、ERP を単体で販売するだけではなく、
PLM と ERP の連携ソリューションもまた一つの組織が提供します。 
製造業のお客様に対して、ビジネス上の課題を解決してモノづくり
を強化するためのソリューションと、ノウハウをまとめて提供する
ことを心がけています。 

コベルコシステム株式会社 
営業本部 第１営業部 

設計ソリューション営業グループ グループশ 
木村 修次 

 

PLM ERP 連携サービス：コベルコシステムのノウハウに基づく実装サービス 
PLM ERP 連携サービスは、お客様の業務や運用の実態に合わせた実装サービスです。ERP 製品
に関わるコベルコシステムのশফの経験とノウハウを活かし、実際のシステム分ෲから連携に
向けたコンサルティング、さらに開発および導入支援という一連のサービスを提供します。 
 
Aras INNOVATOR＋コベルコシステムPLMテンプレートを適用した製品ライフサイクルଵ৶ 
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Aras INNOVATOR およびコベルコシステム PLM テンプレートにより実現される機能 
 
機能名 概要 
設計情報の統合拻৶ E-BOM を軸とした設計情報の統合拻৶を実現 
仕様拻৶ ユーザ主体で変ಌができる自য়成শ型の仕様拻৶を実現 
プロジェクト拻৶ リーダ任せから脱却した現場主体のプロジェクト拻৶を実現 
CAD とのシームレスな連携 設計者の指向を阻害しない CAD とのシームレスな連携を実現 
設計自動化 デザインルールの可視化により設計自動化を実現 
E-BOM~M-BOM 連携 設計データと基幹システム間の連携をスマートに促進 
品質拻৶ 全ての情報をトレースできる一貫した品質拻৶を実現 

 

コベルコシステムからの一言 
コベルコシステムは、組য়製造業のみならず、製造業全般に対して SI
ビジネスを展開しており、厣に設計振挦を含ि PLM と ERP の連携に
関わる豊富な実績を持っています。PLM ERP 連携サービスでは、こ
のようなノウハウを織り込み、お客様の業務の実態に合わせた形で提
供します。 

 
コベルコシステム株式会社 

営業本部 第１営業部 
東日本グループ グループশ 

久保田 ྃ次挟 

 
 
■ঽয়ਛশプラットフज़ームで製品৫プロセスのৈ২化を実現 
 
効૨化一ఈ → 製品৫プロセスのৈ২化ष 
業務改革といえば「効厾化 にُ視点がষきがちですが、変化のౕしい市場環境でち拑っていく
ためには、企業の技術ৡを仕様・౾元レベルでৄえる化・標準化し、それらを最大拘に活用で
きる製品開発プロセスに改革する（ٙ「高২化 ）ُことが重要です。 
 
要求仕様 ع 仕様決定の道筋（デザインルール）を明らかにする 
案件での設計結果を、活用可能な技術として蓄積し、製品開発ৡの強
化に繋げるためには、設計開発における手順や基準を明確にする必要
があります。しかしながら、設計開発へのインプットとなる要求仕様
や開発仕様が、曖昧・属人的だと設計結果も曖昧なものとなってしま
います。 
コベルコシステムは、製品開発プロセス高২化を実現するために、設
計開発の上及となる要求仕様~開発仕様の整備・体系化が最も重要であ
ると考えています。 
 
ঽয়ਛশシステム 
製品開発プロセスを高২化するためには、ల来の製品開発プロセス改革によるシステムৄ直しや、
変化する市場ニーズにも柔軟に対応し、ユーザが主体となって変ಌ・拡張ができる「自য়成শ
型システムُが必要です。プロセスを高২化するということは、手順・基準・標準を「捿らせ
る もُのではなく、「変えていくもの だُという意掟をユーザに捏付かせていく必要があります。 
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Aras INNOVATOR は「お客様のビジネスをソフトウェア
に合わせるのではなく、ソフトウェアをビジネスに合わせ
ていくُという厣শを持っています。この柔軟性の高いテ
クノロジープラットフォームを活用すれば、ユーザ自身で
システムを改拖し、ల来の変化、業務の変革に挵ྖするシ
ステム構築が可能です。 
 
情報をつなげる 
製品/業務プロセス（時間）、技術情報（データ）、それぞれの情報を Aras INNOVATOR で有機
的につなげることにより、蓄積したデータを元に製品共通化・デザインルールの整備等のプロ
セス高২化を実現します。 
 
 
■個別カスタマイズも含めたアップグレードを提供 
Aras プレミアム・サブスクリプションによるアップグレードサービス 
プレミアム・サブスクリプションを購入済みのお客様には、展開済みの Aras INNOVATOR に対
する、リモート経由での Aras アップグレードサービスが提供されます。お客様が個別に作成さ
れたカスタマイズ部分もサポートされます。Aras INNOVATOR は、エンタープライズ オープ
ンソース ビジネスモデルを採用し、一般的な PLM 製品では真似ができない、ライセンス費用
削減のビジネスモデルが実現されています。 
 

■ユースケース（ઞ用） 
最後に「Aras INNOVATOR + コベルコシステム PLM テンプレート」による設計業務改革ソ
リューションを導入した場合の効果をまとめたユースケースについてご紹介します。 
お客様が抱える典型的な課題 ソリューション導入による効果 
設計品質の向上 設計プロセスの確য় 

フロントローディング 
DR、出図ルールの再整備 

設計変ಌルールのৄ直し 技術部主導の設変実施時期の指定 
൩ఌ性など設変ルールのৄ直しとජೲ 

プロセスの可視化 進⎃状況の定挪的把握によるリードタイムの短縮 
設変実施のフォロー 

情報分断の解消 情報品質・掏২の向上 
情報メンテナンスの人依存からの脱却 

技術情報の統合 設計者の付帯業務の削減 
関連部門の業務品質の向上 

 
 

お客様が抱える課題 
定期的な設変の元ネタとなるデータが ACCESS など、他システムとの連携が難しいプラットフォー
ム上に展開され、1 人の担当者の人手による作業で拻৶されていました。 
一方、工場側の担当者は、このデータをそのまま使用することができないため、わざわざ元ネタを
持つ担当者の下に出張して来て集まり、喧々諤々といった対応の中で引き継いでいました。このた
め時間、コストを無ྤにෂ費し、さらにಖ২も高くないといった状況が発生していました。 

 

 

 

モデルベース SOA 
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                                                PLM                                                                    ERP 

 

 

導入効果：Aras INNOVATOR + コベルコシステム PLM テンプレート導入後 
設変用の E-BOM が自動生成され、設変後の M-BOM も ERP への自動連携が実現できたため、製品
ライフサイクルに関する一貫した拻৶が可能となり、プロセス全体のಖ২が大掓に向上。さらに、
BOM を作成していた担当者は、設変に伴う BOM 作成という単純作業から解放され、より付加価値
の高い「本来対応すべき拻৶作業ُなどにその時間を費やすことができるようになります。 
 

 

 
 
 
 
 
当ホワイトペーパに記ൗされた内容は、匨卪なく変ಌする場合がありますので、匨めごവഅください。また、記ൗされた会社匷や製品匷
は、各社の商標や登録商標です。 

【お問い合わせ】 

 
 
営業本部 第１営業部 設計ソリューション営業グループ 
www.kobelcosys.co.jp 
(本社)   〒657-0845 卡叐市⎛厅గ厡中 4 丁目 2 番 7 号 シマブンビル 8 階 
                                TEL 078-261-6130 FAX 078-261-9050 
(東京本社) 〒141-8688 東京匙品勜厅勾品勜 5 丁目 9 番 12 号 勾品勜 ON ビル 3 階 
                                TEL 03-5739-5152 FAX 03-5739-5176 
 

    


